
広報川越 №1104 2005－６／10 ８

男
女
共
同
参
画
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

男
女
共
同
参
画
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

男
女
共
同
参
画
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

６
月
23
日
斥
〜
29
日
戚
は
、
男
女
共

同
参
画
週
間
で
す

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
。

こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

向
け
、
平
成
十
三
年
度
に
国
は
、
六

月
二
十
三
日
か
ら
の
一
週
間
を
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」と
定
め
ま
し
た
。

こ
と
し
の
標
語
は
「
ゆ
め
育
て
人

を
育
て
る
共
同
参
画
」。
こ
の
時
期

に
は
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

次
の
と
お
り
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
師
…
中
央
大
学
教
授
・
広ひ

ろ

岡お
か

守も
り

穂ほ

さ
ん
　

テ
ー
マ
…
「
妻
が
僕
を
変
え
た
日
」

日
時
…
７
月
４
日
席
、
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
（
開
場
＝
午
後
１
時
30

分
〜
）

会
場
…
や
ま
ぶ
き
会
館
　

定
員
…
先
着
五
百
人
　

申
し
込
み
…
６
月
15
日
戚
か
ら
、
整

理
券
を
公
民
館
・
女
性
会
館
・
男

女
共
同
参
画
課
（
本
庁
舎
３
階
）

で
配
布

＊
手
話
通
訳
・
託
児
（
二
歳
以
上
）

が
あ
り
ま
す
。
託
児
希
望
者
は
、
六

月
二
十
七
日
席
ま
で
に
男
女
共
同
参

画
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
男
女
共
同
参
画
課
男

女
共
同
参
画
担
当
・
℡
内
線
２
４

４
１

最
近
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り
す

ま
し
て
住
民
異
動
届

と
ど
け

な
ど
が
提
出

さ
れ
る
と
い
う
虚
偽
の
届
け
出
事
件

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
七
月
一
日
昔
か
ら
住

民
異
動
届
や
住
民
票
申
請
の
際
、
運

転
免
許
証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る
届
け

出
・
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状
の
提

出
と
合
わ
せ
て
代
理
人
の
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
虚
偽
の
届
け
出
・
申
請

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本

台
帳
の
正
確
性
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
民
異
動
届
・
住
民
票
申
請

転
入
届
・
転
居
届
・
転
出
届
・
世

帯
変
更
届
・
住
民
票
の
写
し
の
交
付

申
請
な
ど
。

本
人
確
認
を
す
る
証
明
書
な
ど

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

写
真
が
添
付
さ
れ
て
い
る
官
公
署
発

行
の
証
明
書
、
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
、
介
護
保
険
証
、
社
員
証
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
課
窓
口
係
・
℡

内
線
２
４
５
２
　

住
民
票
異
動
の
届
け
出
な
ど
の
際
に
は
、
身
分
証
明
書
の
提
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を

住
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、
身
分
証
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提
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を

住
民
票
異
動
の
届
け
出
な
ど
の
際
に
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を

●
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

今
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
免

除
申
請
（
全
額
免
除
・
半
額
免
除
・

若
年
者
納
付
猶
予
）
の
受
け
付
け
が

七
月
一
日
昔
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
保

険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
希
望
す

る
方
は
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参

し
、
国
保
年
金
課
（
本
庁
舎
二

階
）
・
出
張
所
・
連
絡
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
は
、
社
会
保

険
事
務
所
で
審
査
・
決
定
し
、
結
果

通
知
が
申
請
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

免
除
申
請
は
前
年
の
所
得
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
る
た
め
、
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
申
告
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
免
除
申
請
は
、
毎
年
七
月
が
新

年
度
の
受
け
付
け
開
始
月
で
、
承
認

期
間
は
七
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
で

す
。
な
お
、
今
年
度
に
限
り
、
申
請

が
遅
れ
て
も
四
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＊
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
は
、
四

月
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

＊
申
請
者
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
い

ず
れ
か
が
失
業
し
て
い
る
場
合
は
、

該
当
す
る
方
の
離
職
票
・
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
・
退
職
証
明
書
な
ど

の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
所
得
額
の
目
安
は
、
四
月
十
日
発

行
の
広
報
川
越
・
十
一
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
…
…

・
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ

て
、
老
齢
基
礎
年
金
額
が
、
全
額

免
除
の
場
合
は
三
分
の
一
に
、
半

額
免
除（
半
額
を
納
付
し
た
場
合
）

の
場
合
は
三
分
の
二
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

・
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
は
、
年
金

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
が
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

・
免
除
等
を
受
け
た
期
間
は
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
要
件
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
は
追
納
で
き
ま
す

免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

は
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
を
受
け
た

年
度
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
分
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民
年

金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１
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国
民
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除
申
請
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始
ま
り
ま
す
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広岡守穂さん広岡守穂さん広岡守穂さん

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
金
属
片
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
金
属
片
が
、
市
内
で
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
け
が
の
な

い
よ
う
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
道
路
環
境
整
備
課
道
路
環
境
整
備
担
当
・
℡
内
線
３
１

３
２
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学
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学
童
保
育
室
代
替
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

市
内
三
十
三
か
所
の
学
童
保
育
室

で
は
、
放
課
後
、
保
護
者
が
い
な
い

世
帯
の
低
学
年
児
童
を
預
か
り
、
保

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
童
保
育
室
で
人
手
が
不
足

し
た
と
き
に
、
保
育
の
手
伝
い
を
す

る
代だ

い

替が
え

指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

人
出
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
学
童
保
育
室
の
近
隣
に
住
ん
で

い
る
登
録
を
し
た
方
に
連
絡
し
ま

す
。
都
合
を
確
認
し
、
支
障
の
な
い

範
囲
で
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

対
象
…
保
育
士
・
教
員
等
の
資
格
を

持
つ
方
ま
た
は
子
育
て
経
験
が
あ

る
方

時
給
…
千
円
（
交
通
費
等
は
支
給
し

ま
せ
ん
）

申
し
込
み
…
学
童
保
育
室
に
あ
る
登

録
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
学
童
保

育
係
・
℡
内
線
２
８
３
４
　

保
護
者
を
対
象
に
、「
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
」
と
し
て
保
育
料
な
ど
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
各
幼
稚
園
を
通
じ
て

配
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し

て
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
教
育
財
務
課
ま
た
は

各
幼
稚
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
財
務

係
・
℡
内
線
２
８
３
３
　

市
で
は
、
平
成
十
一
年
四
月
二
日

〜
同
十
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん
が
幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る

保
護
者
と
、
満
三
歳
と
な
っ
た
お
子

さ
ん
を
幼
稚
園
に
途
中
入
園
さ
せ
た

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋

を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
年
内
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一

月
一
日
に
所
有
す
る
建
物
に
か
か
り

ま
す
。
こ
と
し
一
月
二
日
以
降
に
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
年
内
に
届

け
出
が
あ
れ
ば
、
来
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

登
記
を
し
て
あ
る
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
法
務
局
に
滅
失
登
記

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
店
舗
や
駐
車

場
な
ど
に
す
る
場
合
は
、
土
地
の
固

定
資
産
税
が
増
額
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
届
け
出
…
未
登
記
の

家
屋
＝
資
産
税
課
家
屋
係
（
本
庁

舎
二
階
）
・
℡
内
線
２
３
６
８
▼

登
記
し
て
あ
る
家
屋
＝
さ
い
た
ま

地
方
法
務
局
川
越
支
局
・
℡
２
４

３-

３
８
２
４

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届
け
出
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届
け
出
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届
け
出
を

梅雨時から夏にかけて食中毒が多発します。家
庭でも油断は禁物。チェックポイントを確認して、
家族の健康を守りましょう。

食材は安全ですか？
安心して食べるために

・なるべく新鮮な物を、食べきれる量だけ買う。
・生肉や魚介類は、水分が漏れないようにビニー
ル袋に小分けする。

正しく保存していますか？
食中毒菌は冷凍しても死にません

・冷蔵庫を過信せず、早めに食べるようにする。
・冷蔵庫に食品を詰めすぎない。

手を洗いましたか？
手には見えない食中毒菌が……

・調理の前後だけでなく、小まめに手を洗う。
・指輪や腕時計は外す。
・ばんそうこうをした指で食品に触れない。

キッチンは清潔ですか？
食中毒菌は不潔が大好き

・ごみや汚れをためない。
・まな板と包丁は、生肉・魚用と野菜用で分ける。
・調理器具は小まめに洗い、消毒する。

しっかり調理しましたか？
食中毒菌を入念に取り除く

・火を通さずに食べる生野菜や果物などは水でよ
く洗う。
・加熱して調理する食品は、生焼けを防ぎ、十分
に火を通す。
・調理中に生肉や魚から出た水分が、ほかの食材
にかからないように気を付ける。

食品を放置していませんか？
出来たてを「いただきます！」

・食卓に放置せず、すぐ食べる。
・温かい料理は65℃以上、冷たい料理は10℃以
下で食卓へ。
・温め直すときは十分に加熱する。
以上のことに注意するとともに、休養を十分に
取り、体調を整え、食中毒菌に負けない抵抗力を
養っておくことも大切です。
問い合わせ…食品・環境衛生課食品衛生係・℡
227－5103

気を付けましょう！ 食中毒

日本脳炎予防接種についてのお知らせ
日本脳炎ワクチンが原因の可能性が高い脳症が
発症したため、現在予防接種（定期）を見合わせ
ています。今後、より危険度の低いワクチンが供
給された時点で、再開する予定です。
問い合わせ…総合保健センター母子保健係・℡
229- 4123
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